
(57)【要約】

【課題】

　長時間装着していても圧迫感や苦痛が少なく、測定誤

差が少なく、使用者が使いやすい健康測定具を提供する

こと。

【解決手段】

　皮膚の測定対象部位に接触させて体温、心音、脈波、

脳波等の生体信号を検出する接触型センサー１２ａと、

センサー１２ａの制御用電子部品が搭載された基板７０

と、電池７２と、これらを収容する上下のケース１２ｂ

，ｃとからなる測定具本体１２を備え、センサー１２ａ

の先端を下ケース１２ｃの下面に露出させた電子体温計

１であって、センサー１２ａは、センサー保持部３によ

って皮膚に接触可能に保持されるとともに、下ケース１

２ｃの下方に突出しており、センサー保持部３は、バネ

保持部５によって外周を固定されたバネ６に装着され、

バネ６を介して浮動支持されており、測定具本体１２を

測定対象部位に固定する際に、バネ６は、撓み変形して

、センサー１２ａを測定対象部位に所定圧力で押当付勢

する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 接 触 さ せ て 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳 波 等 の 生 体 信 号 を 検 出 す る 接 触
型 セ ン サ ー と 、 前 記 セ ン サ ー の 制 御 用 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た 基 板 と 、 前 記 電 子 部 品 の 駆 動
用 電 源 と 、 こ れ ら を 収 容 す る 上 下 の ケ ー ス と か ら な る 測 定 具 本 体 を 備 え 、 前 記 セ ン サ ー の
先 端 を 前 記 下 ケ ー ス の 下 面 に 露 出 さ せ た 健 康 測 定 具 で あ っ て 、
　 前 記 セ ン サ ー は 、 前 記 下 ケ ー ス の 下 方 に 突 出 し て お り 、 前 記 基 板 と の 間 に 設 け ら れ た バ
ネ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ 、
　 前 記 測 定 具 本 体 を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 前 記 バ ネ は 、 撓 み 変 形 し て 、 前 記
セ ン サ ー を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 下 ケ ー ス は 、
　 前 記 バ ネ の 中 央 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 装 着 さ れ 、 前 記 セ ン サ ー を 前 記 バ ネ の 下 方 に 突 出
さ せ つ つ 前 記 測 定 対 象 部 位 に 接 触 可 能 に 保 持 す る セ ン サ ー 保 持 部 と 、
　 前 記 バ ネ の 外 周 を 固 定 す る バ ネ 保 持 部 と を 備 え 、
　 前 記 セ ン サ ー 保 持 部 は 、 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 下 ケ ー ス は 、
　 前 記 バ ネ 保 持 部 を 下 方 か ら 覆 う 可 撓 性 の Ｕ 字 型 下 カ バ ー を 備 え 、
　 前 記 下 カ バ ー は 、
　 中 央 に 嵌 着 孔 を 有 し 、 前 記 嵌 着 孔 に 前 記 セ ン サ ー 保 持 部 を 嵌 着 す る と と も に 、 前 記 セ ン
サ ー 保 持 部 の 外 周 に 設 け ら れ た 段 付 き の 環 状 薄 肉 部 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 接 触 さ せ て 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳 波 等 の 生 体 信 号 を 検 出 す る 接 触
型 セ ン サ ー と 、 前 記 セ ン サ ー の 制 御 用 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た 基 板 と 、 前 記 電 子 部 品 の 駆 動
用 電 源 と 、 こ れ ら を 収 容 す る 上 下 の ケ ー ス と か ら な る 測 定 具 本 体 を 備 え 、 前 記 セ ン サ ー の
先 端 を 前 記 下 ケ ー ス の 下 面 に 露 出 さ せ た 健 康 測 定 具 で あ っ て 、
　 前 記 下 ケ ー ス は 、
　 バ ネ 部 と 、 前 記 バ ネ 部 の 中 央 下 方 に 突 出 形 成 さ れ つ つ 前 記 セ ン サ ー を 前 記 測 定 対 象 部 位
に 接 触 可 能 に 保 持 す る セ ン サ ー 保 持 部 と に よ り 構 成 さ れ た 一 体 成 形 部 材 で あ り 、
　 前 記 測 定 具 本 体 を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 前 記 バ ネ 部 は 、 撓 み 変 形 し て 、 前
記 セ ン サ ー を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、
　 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 の 下 端 開 口 部 は 、
　 ス テ ン レ ス 製 の キ ャ ッ プ で 覆 わ れ 、
　 前 記 キ ャ ッ プ の 内 面 は 、 前 記 セ ン サ ー の 先 端 と 接 触 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、
　 前 記 バ ネ も し く は バ ネ 部 の 上 方 に 突 出 し て い る 頂 部 と 、
　 前 記 頂 部 の 上 面 に 設 け ら れ た 導 電 性 部 材 と を 備 え 、 　
　 前 記 基 板 は 、
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　 中 央 の 下 面 側 に 、 前 記 電 源 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ 回 路 を 備 え 、
　 前 記 測 定 具 本 体 を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 前 記 バ ネ も し く は 前 記 バ ネ 部 は 、
撓 み 変 形 し て 、 前 記 導 電 性 部 材 を 前 記 ス イ ッ チ 回 路 に 接 触 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、
　 前 記 セ ン サ ー を 収 容 す る ス テ ン レ ス 製 カ ッ プ を 筒 内 に 保 持 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 健 康 測 定 具 は 、
　 前 記 測 定 具 本 体 を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 固 定 手 段 を
　 有 す る こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ネ 又 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ネ 部 は 、
　 板 バ ネ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ネ 又 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ネ 部 は 、
　 コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 健 康 測 定 具 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 接 触 型 セ ン サ ー を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 し て 生 体 信 号 を 検 出 す る 健 康 測
定 具 に 関 し 、 例 え ば 、 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳 波 等 の 各 種 測 定 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 病 院 で は 、 患 者 の 健 康 情 報 を 長 時 間 に わ た り 観 察 す る 監 視 測 定 装 置 と し て 、 例 え
ば 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ７ ６ ５ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 示 す も の が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 同 公 報 の 第 ６ 図 に よ れ ば 、 感 温 セ ン サ ー を 殻 体 の 下 方 か ら 露 出 さ せ 、 係 止 帯 を 介 し て 皮
膚 に 接 触 し 、 体 温 を 検 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 監 視 測 定 装 置 に は 、 以 下 に 説 明 す る 技 術 的 な 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ７ ６ ５ ７ 号 公 報 の 第 ６ 図
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 精 確 な 体 温 測 定 を 行 う た め に は 、 感 温 セ ン サ ー が 外 気 と 接 触 し な い よ う に 、 す な わ ち 、
感 温 セ ン サ ー が 測 定 対 象 部 位 か ら 外 れ な い よ う に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の た め 、 患 者 は 、 係 止 帯 を 強 く 締 め 付 け た り 、 セ ン サ ー を 強 く 測 定 対 象 部 位 に 押 し 当
て な け れ ば な ら ず 、 長 時 間 に 及 ぶ 測 定 に お い て は 苦 痛 を 伴 う も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 セ ン サ ー の 突 出 部 分 を 少 な く す れ ば 、 仮 に セ ン サ ー を 強 く 測 定 対 象 部 位 に
押 し 当 て た と し て も 、 苦 痛 は 軽 減 す る が 、 そ の 場 合 に は 、 セ ン サ ー と 皮 膚 と の 接 触 率 が 低
下 し 、 ま た 、 セ ン サ ー が 皮 膚 か ら 離 脱 し や す く な る た め 、 測 定 不 良 や 測 定 誤 差 の 要 因 と な
る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 セ ン サ ー の 測 定 対 象 部 位 へ の 押 し 当 て を 患 者 自 身 が 手 操 作 に よ っ て 行 う 場 合 、 そ
の 押 当 力 や 押 当 時 間 は 、 患 者 に よ っ て ま ち ま ち で あ り 、 こ れ も 測 定 誤 差 要 因 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と
こ ろ は 、 長 時 間 の 測 定 に 際 し て も 、 人 体 へ の 圧 迫 や 苦 痛 が 少 な く 、 ま た 測 定 誤 差 が 少 な く
、 使 用 者 が 使 い や す い 健 康 測 定 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に か か る 健 康 測 定 具 は 、 セ ン サ ー を 下 ケ ー ス の 下 方 に
突 出 さ せ 、 基 板 と の 間 に 設 け ら れ た バ ネ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ る よ う に し 、 測 定 具 本 体 を
測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ が 、 撓 み 変 形 し て 、 セ ン サ ー を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧
力 で 押 当 付 勢 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 健 康 測 定 具 に よ れ ば 、 セ ン サ ー は 、 下 ケ ー ス の 下 方 に 突 出 す る よ う
、 バ ネ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ 、 測 定 具 本 体 を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ は 、 撓 み
変 形 し て 、 セ ン サ ー を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る の で 、 患 者 に よ る 押 し 当 て
操 作 が 容 易 と な り 、 長 時 間 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な く 安 定 し た 測 定
が 行 わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 請 求 項 １ に 記 載 の 下 ケ ー ス は 、 前 記 バ ネ の 中 央 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 装 着 さ れ 、 前
記 セ ン サ ー を 前 記 バ ネ の 下 方 に 突 出 さ せ つ つ 前 記 測 定 対 象 部 位 に 接 触 可 能 に 保 持 す る セ ン
サ ー 保 持 部 と 、 前 記 バ ネ の 外 周 を 固 定 す る バ ネ 保 持 部 と を 備 え 、 前 記 セ ン サ ー 保 持 部 は 、
下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 セ ン サ ー 保 持 部 は 、 セ ン サ ー が バ ネ の 下 方 に 突 出 す る よ う 、 バ ネ の
中 央 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 装 着 さ れ 、 測 定 具 本 体 を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ は
、 撓 み 変 形 し て 、 セ ン サ ー 保 持 部 を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る の で 、 患 者 に
よ る 押 し 当 て 操 作 が 容 易 と な り 、 長 時 間 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な く
安 定 し た 測 定 が 行 わ れ る 。 更 に 、 セ ン サ ー 保 持 部 は 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ る の で 、
測 定 具 本 体 を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 し た 時 に 、 セ ン サ ー が 外 気 に 接 触 す る の を 遮 断 し 、 測 定
誤 差 も 少 な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 又 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 下 ケ ー ス は 、 前 記 バ ネ 保 持 部 を 下 方 か ら 覆 う 可 撓 性 の Ｕ 字 型 下 カ
バ ー を 備 え 、 前 記 下 カ バ ー は 、 中 央 に 嵌 着 孔 を 有 し 、 前 記 嵌 着 孔 に 前 記 セ ン サ ー 保 持 部 を
嵌 着 す る と と も に 、 前 記 セ ン サ ー 保 持 部 の 外 周 に 設 け ら れ た 段 付 き の 環 状 薄 肉 部 を 有 し て
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 セ ン サ ー が 測 定 対 象 部 位 に 接 触 し た 後 、 Ｕ 字 型 下 カ バ ー の 外 周 縁 が
、 皮 膚 の セ ン サ ー 測 定 対 象 部 位 を 閉 塞 し 、 セ ン サ ー の 外 気 接 触 を 遮 断 す る の で 、 セ ン サ ー
の 測 定 誤 差 を よ り 軽 減 さ せ る こ と が 出 来 る 。 又 、 下 カ バ ー は 、 可 撓 性 を 有 す る こ と か ら 皮
膚 の あ ら ゆ る 凹 凸 に も フ ィ ッ ト す る の で 、 人 体 の ど の よ う な 部 位 に も 健 康 測 定 具 を 取 り 付
け る こ と が 出 来 る 。 又 、 セ ン サ ー 保 持 部 は 下 カ バ ー に 一 体 化 さ れ 、 セ ン サ ー 保 持 部 の 下 端
だ け が 開 口 し て い る の で 、 測 定 具 本 体 内 に 塵 埃 等 の 異 物 が 侵 入 し に く い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 前 記 下 ケ ー ス は 、 バ ネ 部 と 、 前 記 バ ネ 部 の 中 央 下 方 に 突 出 形 成 さ れ つ つ 前 記 セ ン サ
ー を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 接 触 可 能 に 保 持 す る セ ン サ ー 保 持 部 と に よ り 構 成 さ れ た 一 体 成 形
部 材 で あ り 、 前 記 測 定 具 本 体 を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 前 記 バ ネ 部 は 、 撓 み 変
形 し て 、 前 記 セ ン サ ー を 前 記 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 健 康 測 定 具 に よ れ ば 、 測 定 具 本 体 を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に
、 バ ネ 部 は 、 撓 み 変 形 し て 、 セ ン サ ー を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る の で 、 患
者 に よ る 押 し 当 て 操 作 が 容 易 と な り 、 長 時 間 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と
な く 安 定 し た 測 定 が 行 わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。 更 に は 、 下 ケ ー ス は 、 バ ネ 部 と セ ン
サ ー 保 持 部 と が 一 体 成 形 さ れ た 部 材 で あ る の で 、 セ ン サ ー 保 持 部 、 バ ネ 保 持 部 、 バ ネ 各 相
互 間 の 連 結 工 程 が 不 要 と な り 、 工 程 が 簡 素 化 さ れ る の み な ら ず 、 部 品 点 数 が 減 り コ ス ト が
削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 、 請 求 項 ４ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 セ ン サ ー 保 持 部 は 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 で あ る の で 、 測 定 具 本 体
を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 し た 時 に 、 セ ン サ ー が 外 気 に 接 触 す る の を 遮 断 し 、 測 定 誤 差 も 少 な
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 の 下 端 開 口 部 は 、 ス テ ン レ ス 製 の キ
ャ ッ プ で 覆 わ れ 、 前 記 キ ャ ッ プ の 内 面 は 、 前 記 セ ン サ ー の 先 端 と 接 触 す る よ う に な っ て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 皮 膚 に 接 触 し た キ ャ ッ プ は 、 熱 伝 導 率 の 高 い ス テ ン レ ス 製 で あ る の
で 、 当 該 皮 膚 の 温 度 を セ ン サ ー に 伝 達 す る 。 こ の よ う に 、 キ ャ ッ プ を 用 い る こ と に よ り 、
セ ン サ ー 保 持 部 が 閉 塞 さ れ 、 塵 埃 の 侵 入 が 防 止 さ れ る と と も に 、 セ ン サ ー が 測 定 対 象 部 位
に 直 接 接 触 し な い た め 、 セ ン サ ー の 破 損 や 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 セ ン サ ー
が 外 気 と 接 触 し な い よ う に な る の で 、 セ ン サ ー の 測 定 誤 差 も 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、 前 記 バ ネ も し く は バ ネ 部 の 上 方
に 突 出 し て い る 頂 部 と 、 前 記 頂 部 の 上 面 に 設 け ら れ た 導 電 性 部 材 と を 備 え 、 前 記 基 板 は 、
中 央 の 下 面 側 に 、 前 記 電 源 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ 回 路 を 備 え 、 前 記 測 定 具 本 体 を
前 記 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 前 記 バ ネ も し く は 前 記 バ ネ 部 は 、 撓 み 変 形 し て 、 前 記
導 電 性 部 材 を 前 記 ス イ ッ チ 回 路 に 接 触 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 測 定 具 本 体 を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ の 下 方 に 突
出 し て い る セ ン サ ー 保 持 部 が 皮 膚 に 接 触 し て 、 バ ネ は 、 撓 み 変 形 し て 、 そ の 撓 み 幅 だ け セ
ン サ ー 保 持 部 を 基 板 側 に 移 動 さ せ 、 バ ネ の 上 方 に 突 出 し た 頂 部 の 導 電 性 部 材 が 基 板 の ス イ
ッ チ 回 路 に 接 触 す る の で 、 セ ン サ ー 保 持 部 が 皮 膚 に 押 し 当 て ら れ て い る 間 は 常 時 、 通 電 状
態 と な り 、 測 定 の 都 度 、 電 源 ス イ ッ チ を 入 切 す る 操 作 が 不 要 と な り 、 又 、 測 定 中 に 電 源 が
遮 断 さ れ る 心 配 も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の セ ン サ ー 保 持 部 は 、 前 記 セ ン サ ー を 収 容 す る ス テ ン
レ ス 製 カ ッ プ を 筒 内 に 保 持 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 セ ン サ ー の 周 囲 が 遮 蔽 さ れ 、 外 気 と の 接 触 に よ る 検 知 誤 差 が 少 な く
な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 健 康 測 定 具 は 、 前 記 測 定 具 本 体 を 皮 膚 の
測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 固 定 手 段 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 測 定 具 本 体 が 固 定 手 段 に よ り 固 定 さ れ る の で 、 患 者 は 測 定 具 本 体 を
持 ち 続 け る 等 の 苦 痛 を 感 じ る こ と が な く な り 、 又 、 長 時 間 の 測 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 又 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ネ 、 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ネ 部 は 、 板 バ ネ や コ イ ル ス プ リ ン
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グ バ ネ で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ ら の バ ネ は 、 加 工 容 易 、 入 手 性 容 易 で あ り 、 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 へ の 押 当 力 を 自 在
に 調 整 す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に か か る 健 康 測 定 具 に よ れ ば 、 セ ン サ ー は 、 下 ケ ー ス の 下 方 に 突 出 す る よ う 、 バ
ネ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ る の で 、 測 定 具 本 体 を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ は 、 撓
み 変 形 し て 、 セ ン サ ー を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 し 、 患 者 に よ る 押 し 当 て 操 作
が 容 易 と な り 、 長 時 間 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な く 安 定 し た 測 定 が 行
わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 、 バ ネ 部 と セ ン サ ー 保 持 部 と が 一 体 成 形 さ れ た 下 ケ ー ス を 備 え た 健 康 測 定 具 で あ れ ば
、 セ ン サ ー 保 持 部 、 バ ネ 保 持 部 、 バ ネ 各 相 互 間 の 連 結 工 程 が 不 要 と な り 、 工 程 が 簡 素 化 さ
れ る の み な ら ず 、 部 品 点 数 が 減 り コ ス ト が 削 減 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 健 康 測 定 具 に つ き 、 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発
明 の 健 康 測 定 具 を 体 温 測 定 に 応 用 し た 場 合 の 一 実 施 例 を 示 す 電 子 体 温 計 １ の 外 観 図 で あ る
。 尚 、 本 発 明 の 健 康 測 定 具 と は 、 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 接 触 さ せ て 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳
波 等 の 生 体 信 号 を 検 出 す る 接 触 型 セ ン サ ー （ 温 度 セ ン サ ー 、 圧 力 セ ン サ ー 、 マ イ ク ロ フ ォ
ン 、 圧 電 セ ン サ ー 、 脳 波 用 電 極 等 ） を 有 す る 測 定 具 本 体 を 備 え て お り 、 本 実 施 例 の 電 子 体
温 計 １ の 他 、 心 音 計 、 脈 波 計 、 脳 波 計 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 同 図 に 示 し た 電 子 体 温 計 １ は 、 バ ン ド １ ０ 等 の 固 定 手 段 と 、 測 定 具 本 体 １ ２ と に よ り 構
成 さ れ る 。 測 定 具 本 体 １ ２ は 、 セ ン サ ー １ ２ ａ 、 上 ケ ー ス １ ２ ｂ 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ を 備 え
て お り 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 先 端 は 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ の 下 面 側 に 露 出 し て い る 。 本 実 施 例 の
測 定 具 本 体 １ ２ は 、 直 径 ３ ． ５ セ ン チ 、 厚 さ １ ． ５ セ ン チ の 円 盤 形 状 を し て い る が 、 大 き
さ 、 形 状 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば ペ ン シ ル 形 状 や ス テ ィ ッ ク 形 状 を し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 例 の バ ン ド １ ０ は 、 上 ケ ー ス １ ２ ｂ の 両 側 辺 に バ ン ド 固 定 具 １ ０ ａ を 介 し て 固 設
さ れ て お り 、 バ ン ド １ ０ に 貼 り 付 け ら れ た 一 対 の マ ジ ッ ク テ ー プ １ ０ ｂ に よ り 、 下 ケ ー ス
１ ２ ｃ の 下 面 側 に 露 出 し て い る セ ン サ ー １ ２ ａ を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 。 固 定 手
段 を 備 え た 電 子 体 温 計 １ で あ れ ば 、 測 定 具 本 体 １ ２ が 固 定 手 段 に よ り 固 定 さ れ る の で 、 患
者 は 測 定 具 本 体 １ ２ を 持 ち 続 け る 等 の 苦 痛 を 感 じ る こ と が な く な り 、 又 、 長 時 間 の 測 定 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 バ ン ド １ ０ は 、 電 子 体 温 計 １ の 場 合 、 手 首 や 足 首 に 巻 か れ る の が 一 般 的 で あ る が 、
心 音 計 の 場 合 に は 心 臓 部 を 含 む 胸 囲 に 巻 か れ 、 脳 波 計 の 場 合 に は 頭 部 に 巻 か れ る の が 一 般
的 で あ る 。 又 、 バ ン ド １ ０ は 、 バ ン ド 固 定 具 １ ０ ａ か ら 取 り 外 し 可 能 に な っ て い て も よ く
、 測 定 具 本 体 １ ２ の み を 携 帯 す る こ と も 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 又 、 固 定 手 段 は 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る も の で あ れ ば よ く 、
固 定 手 段 の 取 付 け 場 所 や 、 固 定 手 段 が 測 定 具 本 体 １ ２ に 一 体 的 に 設 け ら れ て い る か 別 体 的
に 設 け ら れ て い る か は 問 わ な い 。 例 え ば 、 固 定 手 段 は 、 本 実 施 例 の バ ン ド １ ０ の 他 、 人 体
皮 膚 を 痛 め る こ と な く 粘 着 性 の 強 い テ ー プ で も よ く 、 当 該 テ ー プ を 上 ケ ー ス １ ２ ｂ の 上 面
に 貼 り 付 け 、 手 首 や 足 首 に 巻 き 付 け る こ と も 出 来 る 。 更 に 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ の う ち 、 セ ン
サ ー １ ２ ａ が 露 出 し て い る 面 に 、 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 等 の 接 着 材 料 を 貼 り 付 け な い し は 塗
布 す る こ と で 、 測 定 具 本 体 １ ２ は 皮 膚 に 固 定 さ れ る の で 、 当 該 接 着 材 料 を 固 定 手 段 と し て
も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 固 定 手 段 を 備 え な い 場 合 に は 、 測 定 具 本 体 １ ２ の ケ ー ス を 患 者 の 脇 下 や 手 等 の 身 体
に よ っ て 支 持 す る こ と で 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 皮 膚 に 固 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 電 子 体 温 計 １ の う ち 、 測 定 具 本 体 １ ２ の 内 部 縦 断 面 図 を 示 し て い
る 。 図 ２ の 測 定 具 本 体 １ ２ は 、 図 １ に 示 し た セ ン サ ー １ ２ ａ 、 上 ケ ー ス １ ２ ｂ 、 下 ケ ー ス
１ ２ ｃ の 他 、 内 部 に 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 制 御 用 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た 基 板 ７ ０ 、 電 子 部 品
の 駆 動 用 電 源 で あ る 電 池 ７ ２ 、 バ ネ ６ と を 備 え 、 こ れ ら が 上 ケ ー ス １ ２ ｂ 、 下 ケ ー ス １ ２
ｃ の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 セ ン サ ー １ ２ ａ は 、 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 と の 接 触 に よ り 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳 波 等 の 生
体 信 号 を 検 知 す る も の で あ る 。 本 実 施 例 の セ ン サ ー １ ２ ａ は 、 温 度 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ
ー で あ り 、 温 度 の 変 化 に 対 応 し て 抵 抗 値 が 変 化 す る サ ー ミ ス タ や 熱 電 対 が 温 度 セ ン サ ー と
し て 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 又 、 セ ン サ ー １ ２ ａ は 、 基 板 ７ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 検 出 値 は 、 基 板
７ ０ に 伝 達 さ れ た 後 、 基 板 ７ ０ に 搭 載 さ れ た 電 子 部 品 の 機 能 に 基 づ き 、 体 温 値 の 演 算 、 補
正 、 表 示 等 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 例 の 電 子 体 温 計 １ に は 、 演 算 さ れ た 体 温 値 の 表 示 機 能 は な く 、 代 わ り に 測 定 具 本
体 １ ２ に 内 蔵 さ れ た 円 形 ア ン テ ナ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 無 線 で 体 温 に 関 す る 情 報 （ 体 温 値
、 測 定 時 刻 、 被 測 定 者 等 ） を 受 信 機 に 送 信 す る 機 能 が 備 わ っ て い る 。 体 温 に 関 す る 情 報 を
電 子 体 温 計 １ か ら 受 信 し た 受 信 機 又 は 受 信 機 に 接 続 さ れ た 表 示 器 は 、 当 該 情 報 を 表 示 す る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 本 発 明 の 健 康 測 定 具 そ の も の に Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ や Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 表 示 手 段 が 設 け ら
れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 に は 、 健 康 測 定 具 を 装 着 し た 患 者 自 身 が 、 測 定 値 を 知 る こ と が
出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 例 の 上 ケ ー ス １ ２ ｂ は 、 基 板 ７ ０ 及 び 電 池 ７ ２ を 収 容 す る 部 品 収 容 部 ７ と 、 電 池
７ ２ の 挿 入 孔 ７ ｂ を 上 方 か ら 閉 塞 す る 蓋 ８ と 、 部 品 収 容 部 ７ を 上 方 か ら 覆 う 上 カ バ ー ９ と
に よ り 構 成 さ れ る 。 尚 、 本 実 施 例 で は 、 基 板 ７ ０ 及 び 電 池 ７ ２ が 上 ケ ー ス １ ２ ｂ に 収 容 さ
れ て い る が 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ に 収 容 さ れ て い て も よ く 、 上 下 の い ず れ に 収 容 さ れ る か は 問
わ な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 下 ケ ー ス １ ２ ｃ は 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を 測 定 対 象 部 位 に 接 触 可 能 に 保 持 す
る セ ン サ ー 保 持 部 ３ と 、 バ ネ ６ の 外 周 を 固 定 す る バ ネ 保 持 部 ５ と 、 バ ネ 保 持 部 ５ を 下 方 か
ら 覆 う 下 カ バ ー ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 セ ン サ ー １ ２ ａ は 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ の 下 方 に 突 出 し て お り 、 基 板 ７ ０ と の 間 に
設 け ら れ た バ ネ ６ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ て い る 。 更 に 、 本 実 施 例 で は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３
は 、 バ ネ ６ の 中 央 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 ６ ａ に 装 着 さ れ 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を バ ネ ６ の 下 方 に
突 出 さ せ つ つ 測 定 対 象 部 位 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 つ ま り 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ ６ は 、 撓 み 変 形 し て 、 セ
ン サ ー １ ２ ａ を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る の で 、 患 者 に よ る 押 し 当 て 操 作 が
容 易 と な り 、 長 時 間 、 電 子 体 温 計 １ を 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な く 安
定 し た 測 定 が 行 わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ を 構 成 す る セ ン サ ー 保 持 部 ３ 、 下 カ バ ー ４ 、 バ ネ 保 持 部 ５ 及 び バ
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ネ ６ の 詳 細 に つ い て 、 図 ３ の 分 解 縦 断 面 図 、 図 ４ 、 図 ５ の 分 解 斜 視 図 に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 セ ン サ ー 保 持 部 ３ は 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 下 方 に 露 出 す る よ う に 下 端 が 開 口 し た 樹 脂 製 の
筒 状 部 材 ３ ａ と 、 筒 状 部 材 ３ ａ の 外 周 に 突 設 さ れ た 環 状 の 起 立 部 ３ ｂ ， ３ ｃ と 、 筒 状 部 材
３ ａ の 上 端 に 突 設 さ れ 傾 斜 面 を 有 す る 台 形 錘 状 の 頂 部 ３ ｄ と 、 頂 部 ３ ｄ の 上 面 に 設 け ら れ
た 導 電 性 部 材 ３ ｅ と に よ り 構 成 さ れ る 。 本 実 施 例 の 導 電 性 部 材 ３ ｅ は 、 ゴ ム 製 で あ り 、 頂
部 ３ ｄ の 上 面 に 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 筒 状 部 材 ３ ａ を 備 え て い る こ と に よ り 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 測 定 対 象
部 位 に 固 定 す る 際 に 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 周 囲 は 筒 状 部 材 ３ ａ で 覆 わ れ る の で 、 セ ン サ ー １
２ ａ の 外 気 と の 接 触 が 遮 断 さ れ 、 測 定 誤 差 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 の 筒 状 部 材 ３ ａ の 筒 内 に は ス テ ン レ ス 製 カ ッ プ ３ １ が 保 持 さ れ て お り 、
こ の カ ッ プ ３ １ は 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 周 囲 を 遮 蔽 し て 、 外 気 と の 接 触 に よ る 検 知 誤 差 を よ
り 軽 減 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 下 カ バ ー ４ は 、 枠 状 の バ ネ 保 持 部 ５ に 嵌 着 し て 、 バ ネ 保 持 部 ５ 及 び バ ネ ６ を 下 方 か ら 覆
う よ う に し て 収 容 し 、 こ れ ら を 保 護 す る 役 目 を 担 う Ｕ 字 型 の 皿 状 部 材 で あ り 、 本 実 施 例 で
は 、 可 撓 性 を 有 す る シ リ コ ン ゴ ム 製 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 詳 細 に は 、 下 カ バ ー ４ は 、 中 央 に 設 け ら れ た 嵌 着 孔 ４ ａ と 、 嵌 着 孔 ４ ａ の 外 周 に 設 け ら
れ た 段 付 き の 環 状 薄 肉 部 ４ ｄ と 、 薄 肉 部 ４ ｄ の 外 周 に 設 け ら れ 薄 肉 部 ４ ｄ よ り も 厚 く 形 成
さ れ た 外 周 縁 ４ ｅ と 、 外 周 縁 ４ ｅ の 上 方 に 突 設 さ れ た コ の 字 部 ４ ｆ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 嵌 着 孔 ４ ａ の 内 周 面 に は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 起 立 部 ３ ｂ ， ３ ｃ を 密 着 状 態 で 嵌 着 す る
環 状 溝 ４ ｂ ， ４ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 下 カ バ ー ４ に セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 一 体
化 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 薄 肉 部 ４ ｄ は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 下 カ バ ー ４ に 嵌 着 し た 場 合 に 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の
外 周 囲 に 相 当 し て い る 。 こ れ に よ り 、 セ ン サ ー １ ２ ａ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 皮 膚 に 接 触
す れ ば 、 続 い て 、 下 カ バ ー ４ の 外 周 縁 ４ ｅ が 皮 膚 に 接 触 し て 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 測 定 対 象
部 位 を 閉 塞 し 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 外 気 接 触 を 遮 断 す る の で 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 測 定 誤 差 を
よ り 軽 減 さ せ る こ と が 出 来 る と と も に 、 薄 肉 部 ４ ｄ の 更 な る 撓 性 に よ っ て 皮 膚 の あ ら ゆ る
凹 凸 に も フ ィ ッ ト す る の で 、 人 体 の ど の よ う な 部 位 に も 電 子 体 温 計 １ を 取 り 付 け る こ と が
出 来 る 。 又 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ は 下 カ バ ー ４ に 一 体 化 さ れ 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 下 端 だ け
が 開 口 し て い る の で 、 測 定 具 本 体 １ ２ 内 に 塵 埃 等 の 異 物 が 侵 入 し に く い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 バ ネ 保 持 部 ５ は 、 バ ネ ６ を 収 容 し 、 バ ネ ６ の 外 周 で あ る 外 環 ６ ｃ を 固 定 す る た め の 枠 状
部 材 ５ ａ と 、 枠 状 部 材 ５ ａ の 外 周 に は 設 け ら れ た 段 差 部 ５ ｂ と を 備 え 、 こ れ ら が 樹 脂 で 一
体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 枠 状 部 材 ５ ａ の 内 周 面 に は 、 バ ネ ６ の 外 環 ６ ｃ を 固 定 す る た め 、 コ の 字 を 左 方 向 に ９ ０
度 回 転 さ せ た 形 状 の 凸 片 ５ ｃ が ４ 箇 所 固 設 さ れ て い る 。 又 、 枠 状 部 材 ５ ａ の 上 面 に は 、 円
柱 状 の ボ ス ５ ｄ が ３ 箇 所 突 設 さ れ る と と も に 、 取 付 孔 ５ ｅ が 枠 状 部 材 ５ ａ を 上 下 貫 通 の 上
、 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 例 の バ ネ ６ は 、 １ 枚 の 可 撓 性 金 属 製 部 材 よ り 型 抜 き 成 形 さ れ た 略 円 錐 形 状 の 皿 板
バ ネ で あ り 、 詳 細 は 図 ６ の 平 面 図 に 示 す よ う に 、 中 央 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 ６ ａ 、 貫 通 孔 ６
ａ の 外 周 に 形 成 さ れ た 内 環 ６ ｂ 、 外 郭 を 形 成 す る 外 環 ６ ｃ 、 内 環 ６ ｂ と 外 環 ６ ｃ と を 連 結
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す る ３ 箇 所 の 弓 状 の 架 設 部 ６ ｄ か ら 構 成 さ れ る 。 尚 、 架 設 部 ６ ｄ は 、 内 環 ６ ｂ か ら 外 環 ６
ｃ に 沿 っ て 湾 曲 し た 上 り 斜 面 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 更 に 、 外 環 ６ ｃ の 外 周 に は 、 ４ 箇 所 の 係 止 爪 ６ ｅ が 下 向 き に 突 設 さ れ て お り 、 こ れ ら 係
止 爪 ６ ｅ は 、 バ ネ 保 持 部 ５ の 凸 片 ５ ｃ の コ の 字 内 に 収 容 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て
、 係 止 爪 ６ ｅ を 凸 片 ５ ｃ 内 に 収 容 し た 状 態 で 、 段 差 部 ５ ｂ に 下 カ バ ー ４ の コ の 字 部 ４ ｆ を
嵌 着 す れ ば 、 バ ネ ６ の 外 環 ６ ｃ が バ ネ 保 持 部 ５ 及 び 下 カ バ ー ４ に よ り 固 定 さ れ る 。 尚 、 バ
ネ ６ の 外 環 ６ ｃ の 固 定 方 法 は 、 本 実 施 例 に 限 ら ず 、 例 え ば 、 バ ネ 保 持 部 ５ 、 下 カ バ ー ４ の
い ず れ か に よ っ て 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 又 更 に 、 バ ネ ６ は 、 貫 通 孔 ６ ａ に セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 装 着 し て 保 持 す る 。 セ ン サ ー 保 持
部 ３ の 頂 部 ３ ｄ の 傾 斜 面 の 途 中 に は 、 バ ネ ６ の 貫 通 孔 ６ ａ と 同 径 の 部 分 が あ り 、 バ ネ ６ は
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 貫 通 孔 ６ ａ 内 に セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 装 着 し 、 貫 通 孔 ６ ａ の 内 周 面 と
頂 部 ３ ｄ の 傾 斜 面 と を 当 接 さ せ て 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 保 持 す る 。 尚 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３
の 保 持 方 法 は こ れ に 限 ら な い 。 例 え ば 、 バ ネ ６ の 内 環 ６ ｂ が 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 起 立 部
３ ｃ に 当 接 し て 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 保 持 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 説 明 し た セ ン サ ー 保 持 部 ３ 、 下 カ バ ー ４ 、 バ ネ 保 持 部 ５ 、 バ ネ ６ の 相 互 の 関 係 を 改
め て 説 明 す る と 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を セ ン サ ー 保 持 部 ３ に 収 容 し た 後 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を
下 カ バ ー ４ の 嵌 着 孔 ４ ａ 内 に 嵌 着 し 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ と 下 カ バ ー ４ と を 連 結 一 体 化 さ せ
る 。 そ し て 、 バ ネ 保 持 部 ５ の 凸 片 ５ ｃ 内 に バ ネ ６ の 係 止 爪 ６ ｅ を 収 容 し た 後 、 下 カ バ ー ４
の コ の 字 部 ４ ｆ を バ ネ 保 持 部 ５ の 段 差 部 ５ ｂ を 覆 う よ う に し て 、 バ ネ 保 持 部 ５ に 嵌 着 す る
。 こ れ に よ り 、 バ ネ ６ の 外 環 ６ ｃ が バ ネ 保 持 部 ５ 及 び 下 カ バ ー ４ と に よ っ て 上 下 か ら 固 定
さ れ る と と も に 、 バ ネ ６ の 貫 通 孔 ６ ａ 内 に セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 頂 部 ３ ｄ が 貫 入 さ れ 、 セ ン
サ ー １ ２ ａ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ は バ ネ ６ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ こ で 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 接 触 さ せ よ う と す る と 、 セ ン サ ー １ ２
ａ を 保 持 し て い る セ ン サ ー 保 持 部 ３ は 、 バ ネ ６ を 介 し て 浮 動 支 持 さ れ て お り 、 下 カ バ ー ４
及 び バ ネ ６ の 下 方 に 突 出 し て い る か ら 、 真 っ 先 に セ ン サ ー １ ２ ａ が 測 定 対 象 部 位 に 接 触 し
て 皮 膚 を 押 し 当 て る と と も に 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 装 着 さ れ た 貫 通 孔 ６ ａ を 介 し て 、 バ ネ
６ の 内 環 ６ ｂ に 荷 重 を 加 え る 。 外 環 ６ ｃ が 固 定 さ れ た バ ネ ６ の 内 環 ６ ｂ に 荷 重 が 加 わ れ ば
、 バ ネ ６ は そ の 特 性 、 す な わ ち 復 元 力 に 応 じ た 範 囲 で バ ネ ６ を 円 錐 高 さ を 低 く す る 方 向 に
撓 み 変 形 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ の 際 、 バ ネ ６ は 、 セ ン サ ー １ ２ ａ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 皮 膚 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢
す る の で 、 セ ン サ ー １ ２ ａ は 一 定 の 押 当 力 を 維 持 し な が ら 測 定 対 象 部 位 に 接 触 す る 。 従 っ
て 、 電 子 体 温 計 １ の 測 定 具 本 体 １ ２ を 長 時 間 に わ た り 、 患 者 の 皮 膚 に 固 定 さ せ た と し て も
、 従 来 の よ う な 圧 迫 感 や 苦 痛 が な く 、 し か も 、 安 定 し た 検 出 値 を セ ン サ ー １ ２ ａ か ら 得 る
こ と が 可 能 と な り 測 定 誤 差 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し か も 、 下 カ バ ー ４ の う ち 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 外 周 囲 は 、 外 周 縁 ４ ｅ に 対 し て 段 付 き
の 薄 肉 部 ４ ｄ と な っ て い る こ と か ら 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 測 定 対 象 部 位 に 接 触 す れ ば 、 続 い
て 、 外 周 縁 ４ ｅ が 皮 膚 に 接 触 し て 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 測 定 対 象 部 位 を 閉 塞 し 、 セ ン サ ー １
２ ａ の 外 気 接 触 を 遮 断 す る の で 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 測 定 誤 差 を よ り 軽 減 さ せ る こ と が 出 来
る と と も に 、 薄 肉 部 ４ ｄ の 更 な る 撓 性 に よ っ て 皮 膚 の あ ら ゆ る 凹 凸 に も フ ィ ッ ト す る の で
、 人 体 の ど の よ う な 部 位 に も 電 子 体 温 計 １ を 取 り 付 け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 尚 、 バ ネ ６ が セ ン サ ー １ ２ ａ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ に 加 え る 押 当 力 、 す な わ ち 、 バ ネ ６
の 撓 み 幅 、 復 元 力 は 、 バ ネ ６ の 特 性 （ 材 料 、 定 数 、 厚 み 、 形 状 等 ） や 下 カ バ ー ４ の 撓 性 の
程 度 に よ っ て 、 自 由 に 定 め る こ と が 出 来 る 。 例 え ば 、 バ ネ ６ の 内 環 ６ ｂ や 外 環 ６ ｃ の 形 状
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、 厚 み を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 セ ン サ ー １ ２ ａ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ へ の 押 当 力 を 調
整 し 、 患 者 の 性 別 、 年 齢 、 病 状 や 電 子 体 温 計 １ の 固 定 期 間 等 に 応 じ た 測 定 を 行 う こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 上 ケ ー ス １ ２ ｂ を 構 成 す る 部 品 収 容 部 ７ 、 蓋 ８ 、 上 カ バ ー ９ 及 び 基 板 ７ ０ の 詳 細
に つ い て 、 図 ３ の 分 解 縦 断 面 図 、 図 ４ 、 図 ５ の 分 解 斜 視 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 部 品 収 容 部 ７ は 、 電 池 ７ ２ の 挿 入 孔 ７ ａ が 上 方 に 形 成 さ れ た 中 空 筒 状 の 電 池 収 容 部 ７ ｂ
と 、 電 池 収 容 部 ７ ｂ の 外 周 か つ 下 方 に 設 け ら れ た 基 板 収 容 部 ７ ｃ と 、 基 板 収 容 部 ７ ｃ の 外
周 に 設 け ら れ た 溝 ７ ｄ 付 き の 縁 部 ７ ｅ と 、 電 池 収 容 部 ７ ｂ の 外 周 に 突 設 さ れ た 突 片 ７ ｈ と
に よ り 構 成 さ れ 、 こ れ ら が 一 体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 挿 入 孔 ７ ａ は 、 蓋 ８ の 外 径 と 同 径 に 形 成 さ れ 、 蓋 ８ に 係 合 す る 。 挿 入 孔 ７ ａ の 内 周 面 に
は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 下 反 転 し た Ｌ 字 型 の レ ー ル ７ ｆ と 、 レ ー ル ７ ｆ に 連 結 さ れ た ガ
イ ド ７ ｇ が ３ 箇 所 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 蓋 ８ は 、 円 筒 状 の 本 体 ８ ａ と 、 本 体 ８ ａ の 上 面 縁 に 設 け ら れ た 蓋 面 ８ ｂ と 、 本 体
８ ａ の 外 周 面 に ３ 箇 所 突 設 さ れ た 衝 止 片 ８ ｃ と 、 蓋 面 ８ ｂ と 衝 止 片 ８ ｃ と の 間 に 介 装 さ れ
た リ ン グ 状 の パ ッ キ ン ８ ｄ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 つ ま り 、 電 池 収 容 部 ７ ｂ 内 に 電 池 ７ ２ を 収 容 し た 後 、 挿 入 孔 ７ ａ 内 に 蓋 ８ を 挿 入 し 、 蓋
８ を 一 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 衝 止 片 ８ ｃ は 、 ガ イ ド ７ ｇ 上 を 摺 接 し な が ら 移
動 し 、 更 に 、 隣 接 す る ガ イ ド ７ ｇ の 横 に 連 結 さ れ た レ ー ル ７ ｆ の 下 を 摺 接 し て 、 上 下 反 転
し た Ｌ 字 の 角 で 衝 止 す る 。 こ れ に よ り 、 衝 止 片 ８ ｃ は 、 レ ー ル ７ ｆ の 下 に 嵌 入 さ れ た 状 態
と な り 、 上 方 に 引 き 抜 か れ る こ と な く 電 池 収 容 部 ７ ｂ に 固 定 さ れ 、 挿 入 孔 ７ ａ を 密 閉 状 態
で 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 又 、 蓋 ８ を 先 の 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 衝 止 片 ８ ｃ は 再 び レ ー ル ７ ｆ 及 び ガ イ ド
７ ｇ を 摺 接 し な が ら 移 動 し 、 蓋 ８ を 電 池 収 容 部 ７ ｂ か ら 引 き 抜 く こ と が 可 能 と な る 。 尚 、
蓋 ８ の 回 転 は 、 蓋 面 ８ ｂ に 穿 設 さ れ た 矩 形 溝 状 の 凹 部 ８ ｅ に コ イ ン を 挿 入 し 、 コ イ ン を 正
逆 方 向 に 回 転 さ せ る こ と で 容 易 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 部 品 収 容 部 ７ の 詳 細 説 明 に 戻 る と 、 基 板 収 容 部 ７ ｃ は 、 下 面 が 基 板 ７ ０ の 外 形 を 模 し た
形 状 の 凹 部 と な っ て い る 。 基 板 ７ ０ は 、 当 該 凹 部 内 に 収 容 さ れ る と と も に 、 バ ネ 支 持 部 ５
の ボ ス ５ ｄ の 内 周 側 に あ る 縁 上 で 係 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 縁 部 ７ ｅ の 下 面 側 に は 、 バ ネ 支 持 部 ５ の ボ ス ５ ｄ と 係 合 す る 位 置 決 め 用 の 凹 部 ７ ｉ が 形
成 さ れ 、 又 更 に は 、 取 付 孔 ５ ｅ の 同 心 上 に 取 付 孔 ７ ｊ が 穿 設 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ボ ス ５
ｄ と 凹 部 ７ ｉ を 係 合 の 上 、 取 付 孔 ５ ｅ ， ７ ｊ に ビ ス を 貫 入 す る こ と に よ っ て 、 バ ネ 保 持 部
５ と 部 品 収 容 部 ７ と が 連 結 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 基 板 ７ ０ の 上 面 側 は 、 電 池 収 容 部 ７ ｂ の 挿 入 孔 ７ ａ と 連 通 す る ボ タ ン 型 電 池 ７ ２ の 電 池
支 持 部 ７ ０ ａ と な っ て お り 、 電 源 回 路 と 接 続 さ れ た 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 突 出 し て い る 。 こ
の 電 極 と 、 電 池 支 持 部 ７ ０ ａ 上 に 支 持 さ れ た 電 池 ７ ２ の 電 極 端 子 と が 接 触 し て 、 電 池 ７ ２
の 電 力 が 基 板 ７ ０ 内 の 電 子 回 路 に 供 給 さ れ る 。 尚 、 基 板 ７ ０ 側 の 電 極 が 突 出 す る 代 わ り に
、 電 池 ７ ２ 側 の 電 極 端 子 が 突 出 し て い て も よ く 、 そ の 場 合 は 、 基 板 ７ ０ に 電 極 端 子 の 挿 入
孔 が 設 け ら れ 、 当 該 挿 入 孔 が 電 源 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 又 、 基 板 ７ ０ の 中 央 の 下 面 側 に は 、 電 池 ７ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ
が 形 成 さ れ て い る 。 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 頂 部 ３ ｄ は 、 バ ネ ６ よ り 上 方 に 突 出 し て お り 、 頂

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-261464 A 2005.9.29



部 ３ ｄ の 上 面 に 設 け ら れ た 導 電 性 部 材 ３ ｅ が ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 す る こ と に よ り 、
電 池 ７ ２ の 電 力 が 基 板 ７ ０ 内 の 電 子 回 路 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 つ ま り 、 本 実 施 例 の 電 子 体 温 計 １ で は 、 測 定 具 本 体 １ ２ を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す
る 際 に 、 バ ネ ６ の 下 方 に 突 出 し て い る セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 皮 膚 に 接 触 し て 、 セ ン サ ー 保 持
部 ３ が 装 着 さ れ た バ ネ ６ が 、 撓 み 変 形 し て 、 そ の 撓 み 幅 だ け セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 基 板 ７ ０
側 に 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 バ ネ ６ の 上 方 に 突 出 し た 頂 部 ３ ｄ の 導 電 性 部 材 ３ ｅ が 基 板 ７ ０
の ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 皮 膚 に 押 し 当 て ら れ
て い る 間 は 常 時 、 通 電 状 態 と な り 、 測 定 の 都 度 、 電 源 ス イ ッ チ を 入 切 す る 操 作 が 不 要 と な
り 、 又 、 測 定 中 に 電 源 が 遮 断 さ れ る 心 配 も な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 尚 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 頂 部 ３ ｄ の 高 さ 及 び 導 電 性 部 材 ３ ｅ の 厚 さ は 、 当 然 の こ と な が
ら 、 非 押 当 時 に 導 電 性 部 材 ３ ｅ が ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 し な い よ う 、 又 、 バ ネ ６ が セ
ン サ ー １ ２ ａ を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 し て い る 間 に 導 電 性 部 材 ３ ｅ が ス イ ッ
チ 回 路 ７ ０ ｂ か ら 離 れ な い よ う 、 設 計 さ れ る 。 尚 、 ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 時 定 数 回 路 が 設
け ら れ 、 瞬 間 的 な 非 接 触 状 態 が 発 生 し て も 電 源 が 遮 断 さ れ な い よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 又 上 記 態 様 の 他 、 １ 回 の 押 当 動 作 を 検 知 し て か ら 所 定 時 間 は 通 電 状 態 を 維 持 す る よ う な
ラ ッ チ 回 路 及 び タ イ マ ー 回 路 が ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ 又 は 電 源 回 路 に 含 ま れ て い て も よ い 。
そ の 場 合 に は 、 体 温 測 定 中 に 、 導 電 性 部 材 ３ ｅ と ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ の 非 接 触 状 態 が 発 生
し た と し て も 通 電 状 態 が 継 続 さ れ 、 安 定 し た 測 定 が 行 な え る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 カ バ ー ９ は 、 部 品 収 容 部 ７ を 上 方 か ら 覆 い 、 部 品 収 容 部 ７ を 保 護 す る と と も に 、 美 観
に 優 れ た 電 子 体 温 計 １ と す る 。 詳 細 に は 、 上 カ バ ー ９ は 、 蓋 ８ の 外 径 と 同 径 の 穿 孔 ９ ｂ を
有 し 上 面 が 傾 斜 し た リ ン グ 状 部 材 ９ ａ と 、 リ ン グ 状 部 材 ９ ａ の 内 周 面 に ３ 箇 所 突 設 さ れ た
掛 止 片 ９ ｃ と 、 リ ン グ 状 部 材 ９ ａ の 外 周 縁 下 方 に 立 設 し た 係 合 縁 部 ９ ｄ と に よ り 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の う ち 、 掛 止 片 ９ ｃ は 、 部 品 収 容 部 ７ の 突 片 ７ ｈ に 掛 け ら れ 、 係 合 縁 部 ９ ｄ は 、 溝 ７
ｄ に 嵌 合 し 、 こ れ に よ り 、 上 カ バ ー ９ は 部 品 収 容 部 ７ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 の よ う に し て 組 立 て ら れ た 電 子 体 温 計 １ は 、 バ ン ド １ ０ を 手 首 や 足 首 に 巻 い て 、 セ
ン サ ー １ ２ ａ が 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 接 触 す る よ う に 測 定 具 本 体 １ ２ を 固 定 す る こ と に よ
っ て 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ の 下 方 に 突 出 し て い る セ ン サ ー １ ２ ａ が 皮 膚 を 押 し 当 て 、 セ ン サ ー
１ ２ ａ を 浮 動 支 持 し て い る バ ネ ６ は 、 そ の 特 性 に 応 じ て 撓 み 変 形 し 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を 皮
膚 に 、 バ ネ ６ の 特 性 に 応 じ た 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 従 っ て 、 患 者 が 長 時 間 、 電 子 体 温 計 １ を 装 着 し て い て も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な
く 安 定 し た 体 温 測 定 が 行 わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。 更 に 、 下 カ バ ー ４ は 、 可 撓 性 を 有
す る シ リ コ ン ゴ ム 製 で あ り 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 外 周 囲 に 環 状 形 成 さ れ た 段 付 き 薄 肉 部 ４
ｄ を 有 す る こ と か ら 、 皮 膚 の あ ら ゆ る 凹 凸 に も フ ィ ッ ト し 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 外 気 に 接 触
す る の を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ７ は 、 電 子 体 温 計 の 第 ２ 実 施 例 を 示 し て お り 、 電 子 体 温 計 の 測 定 具 本 体 の う ち 、 下 ケ
ー ス ２ ０ の 構 造 を 表 す 図 で あ る 。 本 実 施 例 の 下 ケ ー ス ２ ０ は 、 バ ネ 部 ２ ４ と 、 バ ネ 部 ２ ４
の 中 央 下 方 に 突 出 形 成 さ れ 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を 測 定 対 象 部 位 に 接 触 可 能 に 保 持 す る セ ン サ
ー 保 持 部 ２ ２ と 、 バ ネ 部 ２ ４ の 外 周 に 設 け ら れ た 枠 部 ２ ６ と に よ り 構 成 さ れ た 樹 脂 製 一 体
成 形 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 バ ネ 部 ２ ４ は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ の 外 周 に 延 設 さ れ た 内 環 ２ ４ ａ と 、 枠 部 ２ ６ の 内 周
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に 延 設 さ れ た 外 環 ２ ４ ｂ と 、 内 環 ２ ４ ａ と 外 環 ２ ４ ｂ と を 連 結 す る 架 設 部 ２ ４ ｃ を 備 え 、
内 環 ２ ４ ａ か ら 外 環 ２ ４ ｂ に 沿 っ て 上 り 斜 面 が 形 成 さ れ た 略 円 錐 形 状 の バ ネ 性 部 材 で あ る
。 本 実 施 例 の 架 設 部 ２ ４ ｃ は 、 内 環 ２ ４ ａ を 中 心 と し て １ ２ ０ 度 ず つ に ３ 等 分 さ れ た 円 弧
状 で あ り か つ 、 迷 路 状 の 穿 孔 ２ ４ ｄ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ は 、 バ ネ 部 ２ ４ の 下 方 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ 、 セ ン サ ー １ ２ ａ
が 下 方 に 露 出 す る よ う に 下 端 が 開 口 し た 筒 状 部 材 ２ ２ ａ と 、 筒 状 部 材 ２ ２ ａ の 上 端 に 突 設
さ れ た 突 起 部 ２ ２ ｂ と 、 突 起 部 ２ ２ ｂ の 上 面 に 設 け ら れ た 導 電 性 部 材 ２ ２ ｃ と に よ り 構 成
さ れ る 。 尚 、 本 実 施 例 の 導 電 性 部 材 ２ ２ ｃ も 、 先 の 実 施 例 の 導 電 性 部 材 ３ ｅ 同 様 、 ゴ ム 製
で 、 突 起 部 ２ ２ ｂ の 上 面 に 貼 り 付 け ら れ て い て も よ い 。 又 、 本 実 施 例 の 筒 状 部 材 ２ ２ ａ の
筒 内 に は 、 先 の 実 施 例 に お け る カ ッ プ ３ １ が 保 持 さ れ て い て も よ い 。 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２
が こ の よ う に 筒 状 で あ り 、 か つ 、 カ ッ プ ３ １ を 保 持 し て い る こ と に よ っ て 、 セ ン サ ー １ ２
ａ が 外 気 に 接 触 す る の を 遮 断 す る こ と が 出 来 、 測 定 誤 差 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 枠 部 ２ ６ は 、 本 実 施 例 の 上 ケ ー ス （ 図 示 せ ず ） に 係 合 す る ２ 箇 所 の 掛 止 爪 ２ ６ ａ と 、 係
合 溝 ２ ６ ｂ を 備 え 、 上 ケ ー ス に 固 定 さ れ る 。 尚 、 本 実 施 例 の 上 ケ ー ス の 態 様 は 、 下 ケ ー ス
２ ０ と の 係 合 部 分 の 形 状 を 除 き 、 先 の 実 施 例 の 上 ケ ー ス １ ２ ｂ と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 又
、 枠 部 ２ ６ の 形 状 は 、 本 実 施 例 の も の に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 下 ケ ー ス ２ ０ を 備 え た 電 子 体 温 計 で あ れ ば 、 測 定 具 本 体 を 測 定 対
象 部 位 に 固 定 す る 際 に 、 バ ネ 部 ２ ４ の 下 方 に 突 出 し た セ ン サ ー １ ２ ａ が 、 真 っ 先 に 測 定 対
象 部 位 に 接 触 し て 皮 膚 を 押 し 当 て る と と も に 、 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ に 接 続 し て い る バ ネ 部
２ ４ の 内 環 ２ ４ ａ に 荷 重 を 加 え る 。 外 環 ２ ４ ｂ が 固 定 さ れ た バ ネ 部 ２ ４ の 内 環 ２ ４ ａ に 荷
重 が 加 わ れ ば 、 バ ネ 部 ２ ４ は そ の 特 性 、 す な わ ち 復 元 力 に 応 じ た 範 囲 で バ ネ 部 ２ ４ を 円 錐
高 さ を 低 く す る 方 向 に 撓 み 変 形 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 バ ネ 部 ２ ４ は 、 撓 み 変 形 す る こ と に よ り 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を 測 定 対 象 部 位 に バ ネ 部 ２ ４
の 特 性 に 応 じ た 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る の で 、 患 者 が 長 時 間 、 電 子 体 温 計 を 装 着 し て い て
も 、 圧 迫 感 や 苦 痛 を 感 じ る こ と な く 安 定 し た 測 定 が 行 わ れ 、 又 、 測 定 誤 差 も 少 な い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 の 場 合 、 セ ン サ ー １ ２ ａ を 装 着 し た 下 ケ ー ス ２ ０ に 、 基 板 ７ ０ 及 び 電 池
７ ２ を 収 容 し た 上 ケ ー ス を 組 み 合 わ せ る だ け で 、 測 定 具 本 体 が 完 成 す る の で 、 先 の 実 施 例
に お け る セ ン サ ー 保 持 部 ３ 、 バ ネ 保 持 部 ５ 、 バ ネ ６ 各 相 互 間 の 連 結 工 程 が 不 要 と な り 、 工
程 が 簡 素 化 さ れ る の み な ら ず 、 部 品 点 数 が 減 り コ ス ト が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 尚 、 先 の 実 施 例 で は 、 下 ケ ー ス １ ２ ｃ の 構 成 要 素 に 下 カ バ ー ４ が 含 ま れ て お り 、 下 カ バ
ー ４ は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 嵌 着 す る と と も に 、 バ ネ 保 持 部 ５ 及 び バ ネ ６ を 収 容 し て い た
が 、 本 実 施 例 で は 、 下 ケ ー ス ２ ０ 自 体 が 、 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ 、 バ ネ 部 ２ ４ 、 枠 部 ２ ６ を
一 体 成 形 の 上 、 得 ら れ た も の で あ る か ら 、 下 ケ ー ス ２ ０ の 構 成 要 素 に 下 カ バ ー ４ を 含 む か
ど う か は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 又 、 導 電 性 部 材 ２ ２ ｃ は 、 先 の 実 施 例 の 導 電 性 部 材 ３ ｅ 同 様 、 基 板 ７ ０ に 設 け ら れ た ス
イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 す る こ と に よ り 、 電 池 ７ ２ の 電 力 が 基 板 ７ ０ 内 の 電 子 回 路 に 供 給
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 つ ま り 、 本 実 施 例 の 電 子 体 温 計 で は 、 測 定 具 本 体 を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 す る 際 に
、 バ ネ 部 ２ ４ の 下 方 に 突 出 し て い る セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ が 皮 膚 に 接 触 し て 、 バ ネ 部 ２ ４ を
撓 み 変 形 さ せ 、 そ の 撓 み 幅 だ け 、 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ を 上 方 の 基 板 ７ ０ 側 に 移 動 さ せ る 。
そ し て 、 バ ネ 部 ２ ４ の 上 方 に 突 出 し た 突 起 部 ２ ２ ｂ の 導 電 性 部 材 ２ ２ ｃ が 基 板 ７ ０ の ス イ
ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 セ ン サ ー 保 持 部 ２ ２ が 皮 膚 に 押 し 当 て ら れ て い

10

20

30

40

50

(12) JP 2005-261464 A 2005.9.29



る 間 は 常 時 、 通 電 状 態 と な り 、 測 定 の 都 度 、 電 源 ス イ ッ チ を 入 切 す る 操 作 が 不 要 と な り 、
又 、 測 定 中 に 電 源 が 遮 断 さ れ る 心 配 も な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 尚 、 本 実 施 例 の 突 起 部 ２ ２ ｂ や 、 先 の 実 施 例 の 頂 部 ３ ｄ そ の も の が 導 電 性 部 材 で 形 成 さ
れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 に は 導 電 性 部 材 ３ ｅ ， ２ ２ ｃ は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 以 上 、 電 子 体 温 計 の 実 施 例 に つ き 説 明 し た が 、 本 発 明 の 健 康 測 定 具 は 、 上 記 実 施 例 で 説
明 し た 構 成 要 件 の 全 て を 備 え た 電 子 体 温 計 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 種 の 変 更 及 び 修
正 が 可 能 で あ る 。 又 、 か か る 変 更 及 び 修 正 に つ い て も 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 属 す る こ
と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ３ 、 図 ５ に お い て 、 バ ネ ６ の 外 環 ６ ｃ は 、 下 カ バ ー ４ と バ ネ 保 持 部 ５ と に よ
り 上 下 か ら 固 定 さ れ て い る 旨 説 明 し た が 、 必 ず し も 下 カ バ ー ４ が バ ネ を 固 定 す る 機 構 で あ
る 必 要 は な く 、 バ ネ ６ の 外 環 ６ ｃ が バ ネ 保 持 部 ５ に 接 着 な い し は 貼 付 に よ り 固 定 さ れ る 等
し て 、 バ ネ 保 持 部 ５ 単 独 で バ ネ ６ を 固 定 し て も よ い し 、 第 ２ 実 施 例 の 図 ７ に 示 す よ う な 一
体 成 形 型 の 下 ケ ー ス ２ ０ が 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 又 、 図 ７ に お い て 、 下 ケ ー ス ２ ０ が 更 に 、 下 カ バ ー ４ を 備 え る よ う に 一 体 成 形 さ れ て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 又 、 実 施 例 で は 、 基 板 ７ ０ 内 の ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ と 導 電 性 部 材 ３ ｅ ， ２ ２ ｃ と の 電 気
的 接 続 に よ り 、 セ ン サ ー 保 持 部 の 押 当 時 に 通 電 す る 場 合 を 説 明 し た が 、 押 し ボ タ ン 、 ス ラ
イ ド ス イ ッ チ 等 の 各 種 の 起 動 ス イ ッ チ の 操 作 に よ っ て 、 通 電 す る よ う な 電 子 体 温 計 で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 バ ネ 及 び バ ネ 部 の 態 様 に つ い て は 、 図 ５ 、 図 ７ に 示 し た 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の も の
を 利 用 出 来 る 。 例 え ば 、 実 施 例 の 板 バ ネ に 限 ら ず 、 ベ ロ ー ズ や コ イ ル ス プ リ ン グ で あ っ て
も よ く 、 又 、 材 質 は プ ラ ス チ ッ ク や セ ラ ミ ッ ク で も よ い 。 こ れ ら の バ ネ は 、 加 工 容 易 、 入
手 性 容 易 で あ り 、 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 へ の 押 当 力 を 自 在 に 調 整 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 円 柱 状 の コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ を 使 用 し た 測 定 具 本 体 の 一 例 を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ に 示 し
た 測 定 具 本 体 １ ４ は 、 図 ２ に 示 し た 測 定 具 本 体 １ ２ の バ ネ ６ を コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ ６ ０
に 代 え た も の で あ り 、 バ ネ ６ ０ は 、 中 央 開 口 部 内 に セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 装 着 し て セ ン サ ー
保 持 部 ３ を 浮 動 支 持 す る と と も に 、 撓 み 時 に は 上 面 が 基 板 ７ ０ の 下 面 に 衝 止 し て 基 板 ７ ０
に 支 持 さ れ る 。 尚 、 図 ８ に お け る バ ネ 支 持 部 ５ は 、 バ ネ ６ ０ を 支 持 す る も の で は な く 、 単
に 下 カ バ ー ４ を 嵌 着 す る た め の シ ャ ー シ と し て の 役 割 を 担 っ て い る に 過 ぎ な い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 測 定 具 本 体 １ ４ を 備 え る 健 康 測 定 具 で あ っ て も 、 先 の 実 施 例 同 様
に 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ が バ ネ ６ に 荷 重 を 加 え 、 バ ネ ６ は 、 撓 み 変 形 し て 、 セ ン サ ー １ ２ ａ
を 測 定 対 象 部 位 に 所 定 圧 力 で 押 当 付 勢 す る よ う に な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 又 、 こ れ ま で 説 明 し た 実 施 例 に お け る 健 康 測 定 具 の セ ン サ ー 保 持 部 ３ ， ２ ２ の 下 端 開 口
部 は 、 上 端 が 開 口 し た キ ャ ッ プ で 覆 わ れ て も よ い 。 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 下 端 開 口 部 に キ ャ
ッ プ ３ ２ を 被 せ た 場 合 の 一 実 施 例 を 図 ８ に 示 す 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ８ に 示 し た キ ャ ッ プ ３ ２ は 、 Ｕ 字 型 形 状 を し た ス テ ン レ ス 製 部 材 で あ り 、 セ ン サ ー 保
持 部 ３ の 筒 状 部 材 ３ ａ の 下 端 開 口 部 に 圧 入 さ れ る 。 セ ン サ ー １ ２ ａ の 先 端 は 、 キ ャ ッ プ ３
２ の 内 面 側 に 接 触 す る よ う に し て 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ 内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 測 定 具 本 体 １ ４ を 皮 膚 の 測 定 対 象 部 位 に 固 定 し よ う と す る と 、 キ ャ ッ プ ３
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２ は 、 下 カ バ ー ４ 及 び コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ ６ ０ の 下 方 に 突 出 し て い る か ら 、 真 っ 先 に キ
ャ ッ プ ３ ２ が 測 定 対 象 部 位 に 接 触 し て 皮 膚 を 押 し 当 て る と と も に 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ は 、
コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ ６ ０ に 荷 重 を 加 え る 。 コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ ６ ０ は 、 撓 み 変 形 し て
、 キ ャ ッ プ ３ ２ 及 び セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 測 定 対 象 部 位 に 押 当 付 勢 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 皮 膚 に 接 触 し た キ ャ ッ プ ３ ２ は 、 熱 伝 導 率 の 高 い ス テ ン レ ス 製 で あ る の で 、 当 該 皮 膚 の
温 度 を セ ン サ ー １ ２ ａ に 伝 達 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 キ ャ ッ プ ３ ２ を 用 い る こ と に よ り 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 下 端 開 口 部 が 閉 塞
さ れ 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ 内 へ の 塵 埃 の 侵 入 が 防 止 さ れ る と と も に 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 測 定
対 象 部 位 に 直 接 接 触 し な い た め 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 破 損 や 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 外 気 と 接 触 し な い の で 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 測 定 誤 差 も 少 な く な る
。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 底 面 が 略 平 ら な キ ャ ッ プ ３ ２ の 場 合 、 点 で は な く 、 面 で 測 定 対
象 部 位 に 接 触 す る の で 、 強 い 押 当 力 が 皮 膚 に 加 わ っ て も 、 当 該 力 は 分 散 さ れ 、 患 者 の 苦 痛
が よ り 少 な く な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 尚 、 キ ャ ッ プ ３ ２ は 、 図 ８ に 示 し た コ イ ル ス プ リ ン グ バ ネ ６ ０ を 使 用 し た 健 康 測 定 具 の
み な ら ず 、 図 ２ か ら 図 ７ に 示 し た い ず れ の 健 康 測 定 具 の セ ン サ ー 保 持 部 ３ ， ２ ２ を 覆 う も
の で あ っ て も よ く 、 キ ャ ッ プ ３ ２ と 、 バ ネ 又 は バ ネ 部 と の 組 合 わ せ は 任 意 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ま た 、 キ ャ ッ プ ３ ２ の セ ン サ ー 保 持 部 ３ へ の 取 付 方 法 は 、 上 記 実 施 例 に お け る 方 法 に 限
ら な い 。 例 え ば 、 圧 入 で は な く 凹 凸 部 の 嵌 着 に よ り キ ャ ッ プ ３ ２ と セ ン サ ー 保 持 部 ３ が 固
定 さ れ て も よ い し 、 接 着 剤 で キ ャ ッ プ ３ ２ が セ ン サ ー 保 持 部 ３ に 固 定 さ れ て も よ い 。 ま た
、 キ ャ ッ プ ３ ２ が セ ン サ ー 保 持 部 ３ に 一 体 成 形 さ れ て い て も よ く 、 こ の 場 合 は 、 下 端 が 閉
塞 さ れ た セ ン サ ー 保 持 部 と な る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ８ の 測 定 具 本 体 １ ４ を 皮 膚 Ａ に 押 し 当 て た 状 態 の 一 実 施 例 を 図 ９ に 示 す 。 セ ン サ ー 保
持 部 ３ が キ ャ ッ プ ３ ２ で 覆 わ れ て い る 場 合 、 セ ン サ ー １ ２ ａ が 外 気 と 接 触 し な く な る の は
上 述 し た 通 り で あ る が 、 本 実 施 例 の 測 定 具 本 体 １ ４ は 、 先 の 実 施 例 で 説 明 し た の と 同 様 の
可 撓 性 の 下 カ バ ー ４ を 備 え て い る 。 下 カ バ ー ４ の う ち 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 外 周 囲 に 設 け
ら れ た 環 状 薄 肉 部 ４ ｄ と 、 環 状 薄 肉 部 ４ ｄ よ り も 厚 く 形 成 さ れ た 外 周 縁 ４ ｅ と の 間 に は 、
段 差 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 つ ま り 、 測 定 具 本 体 １ ４ を 皮 膚 Ａ に 押 し 当 て る と 、 下 カ バ ー ４ の 下 方 に 突 出 し て い る キ
ャ ッ プ ３ ２ に 続 い て 、 下 カ バ ー ４ の 外 周 縁 ４ ｅ も 皮 膚 Ａ に 接 触 し 、 キ ャ ッ プ ３ ２ を 密 閉 す
る の で 、 当 該 外 周 縁 ４ ｅ は 、 キ ャ ッ プ ３ ２ そ の も の が 外 気 に 接 触 す る の を 防 止 す る 。 こ れ
に よ り キ ャ ッ プ ３ ２ は 、 皮 膚 Ａ の 真 の 温 度 を 、 セ ン サ ー １ ２ ａ に 伝 達 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 尚 、 キ ャ ッ プ ３ ２ を 有 さ な い 測 定 具 本 体 １ ２ で あ っ て も 、 下 カ バ ー ４ が 、 セ ン サ ー １ ２
ａ の 外 気 接 触 を 防 止 す る 役 割 を 果 た す も の で あ る こ と は 、 先 の 実 施 例 で も 説 明 し た 通 り で
あ り 、 当 該 測 定 具 本 体 １ ２ を 皮 膚 Ａ に 押 し 当 て た 場 合 も 、 図 ９ に 示 し た の と 同 様 の 実 施 例
と な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 セ ン サ ー １ ２ ａ の 外 気 接 触 を 防 止 す る 他 の 手 段 と し て は 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ を 下
端 が 開 口 し た 筒 状 と す る こ と 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 筒 内 に ス テ ン レ ス 製 カ ッ プ を 保 持 す る
こ と 、 等 が あ る こ と は 先 述 し た 通 り で あ り 、 こ れ ら の 選 択 、 組 合 わ せ は 任 意 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ９ に お い て 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ の 頂 部 ３ ｄ に は 、 先 の 実 施 例 同 様 に 導 電 性 部 材
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３ ｅ が 設 け ら れ て お り 、 基 板 ７ ０ の 中 央 の 下 面 側 に は 、 電 池 ７ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ス
イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 図 ９ は 、 測 定 具 本 体 １ ４ が 皮 膚 Ａ の 測 定 対
象 部 位 に 固 定 さ れ る 際 に 、 導 電 性 部 材 ３ ｅ が ス イ ッ チ 回 路 ７ ０ ｂ に 接 触 し て 、 電 池 ７ ２ の
電 力 が 基 板 ７ ０ 内 の 電 子 回 路 に 供 給 さ れ る 状 態 を 示 す 図 で も あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 つ ま り 、 セ ン サ ー 保 持 部 ３ 及 び キ ャ ッ プ ３ ２ が 皮 膚 Ａ に 押 し 当 て ら れ て い る 間 は 常 時 、
通 電 状 態 と な り 、 測 定 の 都 度 、 電 源 ス イ ッ チ を 入 切 す る 操 作 が 不 要 と な り 、 又 、 測 定 中 に
電 源 が 遮 断 さ れ る 心 配 も な い 。 尚 、 こ の こ と は 、 キ ャ ッ プ ３ ２ を 有 さ な い 先 の 実 施 例 に お
い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 本 発 明 の 健 康 測 定 具 は 、 接 触 型 セ ン サ ー （ 温 度 セ ン サ ー 、 圧 力 セ ン サ ー 、 マ イ ク ロ フ ォ
ン 、 圧 電 セ ン サ ー 、 脳 波 用 電 極 等 ） を 備 え 、 皮 膚 に 接 触 し て 体 温 、 心 音 、 脈 波 、 脳 波 等 の
生 体 信 号 を 検 知 す る 測 定 具 本 体 か ら 構 成 さ れ る も の で あ れ ば 、 実 施 例 で 説 明 し た 電 子 体 温
計 の 他 、 心 音 計 、 脈 波 計 、 脳 波 計 等 で あ っ て も よ く 、 そ の 名 称 は 問 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ６ 】
【 図 １ 】 電 子 体 温 計 の 一 実 施 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 測 定 具 本 体 の 一 実 施 例 を 示 す 内 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 測 定 具 本 体 の 一 実 施 例 を 示 す 分 解 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 測 定 具 本 体 の 一 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 測 定 具 本 体 の 一 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 バ ネ の 一 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 下 ケ ー ス の 一 実 施 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 測 定 具 本 体 の 一 実 施 例 を 示 す 内 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 測 定 具 本 体 を 皮 膚 に 押 し 当 て た 状 態 の 一 実 施 例 を 示 す 内 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
１ ： 電 子 体 温 計
１ ０ ： バ ン ド
１ ２ ， １ ４ ： 測 定 具 本 体
１ ２ ａ ： セ ン サ ー
１ ２ ｂ ： 上 ケ ー ス
１ ２ ｃ ： 下 ケ ー ス
２ ０ ： 下 ケ ー ス
２ ２ ： セ ン サ ー 保 持 部
２ ４ ： バ ネ 部
２ ６ ： 枠 部
３ ： セ ン サ ー 保 持 部
４ ： 下 カ バ ー
５ ： バ ネ 保 持 部
６ ， ６ ０ ： バ ネ
７ ： 部 品 収 容 部
７ ０ ： 基 板
７ ２ ： 電 池
８ ： 蓋
９ ： 上 カ バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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[问题] 提供一种易于使用的健康测量工具，即使长时间佩戴也不会造成
压力和疼痛，测量误差也很小。 [解决方案] 体温，心音，脉搏波，通过
接触皮肤的测量目标部位来检测诸如脑波的生物信号的接触型传感器
12a，其上安装有用于控制传感器12a的电子部件的板70以及电池72，这
些 电子温度计1具有由上，下壳体12b和c组成的测量工具主体12，用于
容纳传感器12a并使传感器12a的尖端暴露于下壳体12c的下表面。 传感
器保持部3安装在弹簧6上，该弹簧6的外周被弹簧保持部5固定，并通过
弹簧6以浮动的方式被支撑。 当将测量工具主体12固定到测量目标部位
时，弹簧6柔性变形以以预定压力将传感器12a压靠在测量目标部位上。 
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